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　今後も，１か月に１回程度，講座や体験実習，イベントなどを開催します。具体的な内容や日程などが
決まりましたらお知らせしますので，ご参加ください。
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今年度 第４回目の人権学習会を開催します。

大和人権文化センター ２階集会室

部落解放同盟広島県連合会副委員長

平成２８年（２０１６年）１０月２９日（土）
１３時３０分から １５時まで

「国内における人権状況と部落解放への展望について」

8月27日(土)，「家族介護を通して思うこと」と題して，元法務省人権擁護委員

三木郁子さんによる人権学習会を開催しました。

三木さんは，障害のある子を持つ親としてこれまで取り組んできたこと，認知症

の母親の介護体験をとおして取り組んできたことなど，誰もが安心して暮らせる地

域づくりについて話されました。

子育てについては，「障害があるから。」という理由で保育所，小学校から特別

な待遇を受けましたが，その度に説明し理解を求め，健常者と同じ学校で育ててこ

られました。「障害があっても積極的に社会に働きかけたい。」との強い思いから

仲間に呼びかけ，当時は無かった作業所を設立し，規模を拡大して「手をつなぐ親

の会」を結成され，誰もが安心して暮らせる場を創ろうと活動してこられました。

このような経験から，「現在の障害者に対する社会福祉制度は，障害の重い人ほ

ど負担が増える仕組みであり，個人を尊重せず自立を妨げる制度になっている。｣と

指摘されました。

また，今日の競争社会の中で，「利潤追求が最優先され，

非正規労働者が増加し，子どもの貧困など，歪んだ問題が引

き起こされている。人を大切にすることがおろそかになって

いるのではないか。」と問いかけられました。

障害者や高齢者が自分らしさを発揮でき，安心して暮らせ

る社会は，他の人たちにとっても安心して暮らすことができ

る社会であることを感じました。

中村 修司 さん

第3回人権学習会を開催しました


